
平成 25 年 11 月 28 日 

生徒の皆さんへ 

 

大阪府立堺工科高等学校 

 

災害時（津波含む）の避難について 

 

Ⅰ 南海トラフ巨大地震（静岡県沖から高知県沖までの巨大プレート）や上町断

層地震（大阪市天王寺区・中央区）を震源とする地震について、今年の 10

月 30 日末に大阪府防災会議がまとめた結果によりますと、次のように予想

されています。 

 

○ 震度の強さ・・５～６強（マグニチュード） 

○ 津波の高さ・・５ｍ以上（潮の状況により変わります） 

学校の標高は、約９m です。 

 

Ⅱ 堺市防災計画では、災害時の避難場所は次のようになっています。 

指定避難所は、「大仙小学校」。広域避難地は、「大仙公園」。 

 

Ⅲ 本校では、状況によってそれぞれの避難所は次のとおりとします。 

１ 学校在席（授業中等）時は、学校の３階以上のところに逃げる。 

 

２ 通学時は、いろいろな場面が予想されます。 

① 自宅近くの場合は、各地区の近くの避難所に逃げること。 

② 電車やバスなどの場合は、近くの避難所に逃げる。 

その場の周りの方に聞く、又は、近くの高いビルや近くの学校に逃げる。 

 

３ 自宅にいる時は、各地区の避難所に逃げる。 

 

４ 学校・自宅以外(部活動・休日)の時は、近くの避難所に逃げる。 

その場の周りの方に聞く、又は、近くの高いビルや近くの学校に逃げる。 

（避難所としては、小・中学校など学校が多い。又は３階建て以上のビル） 

 

※ その他、家族の人と必ず、震災時の連絡方法などを話し合ってください。 

※ 自宅近くの避難所は、どこか確認しておいてください。 



南海トラフ巨大地震の想定震源断層域 

（資料：内閣府中央防災会議防災対策推進検討会議南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ） 

 
 

 想定されている津波状況 

  
※ 津波の警報がありましても、津波到達までには場所によっては、多少の時間

があります。落ち着いて行動してください。 

○強震断層域：プレート境界面深さ約10km 

○津波断層域：深さ約10km からトラフ軸までの 

領域に津波地震を引き起こすすべりを設定 

○プレート境界面深さ約30km から深部低周波地震が 

発生している領域 

○プレート境界面深さ30km の位置を修正し、内陸側 

のさらに深い方に拡大 

○震源分布から見てプレ 

ートの形状が明瞭でな 

くなる領域 


